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研究成果の概要（和文）：笑いの生起についての起源や過程には情動が笑いという身体変化をもたらす説（キャ
ノン・バード説(C-B）（中枢説）に対し、身体変化が情動をもたらすとするジェームス・ランゲ説(J-L) （末梢
説）がある。C-B説は”おかしいから笑う”、J-L説は反対に”笑うからおかしい”という立場に立脚する。本課
題では、笑いの認知の脳内メカニズムを明らかにするため、J-L説を機能的磁気共鳴画像法（fMRI）を用いて検
討した結果、J-L説で解釈できるデータを得た。

研究成果の概要（英文）：In the origin and process of the occurrence of laughter, two major theories 
have been proposed: One is the Cannon-Bird (C-B) theory (central theory) which states the emotion 
causes laughter. The other is the James- Lange (J-L) theory (peripheral theory) which states the 
physical change causes emotion. “Funny because it is laughing”, and “laughing because it is 
funny” are based on C-B and J-L theory, respectively. We explored how facial feedback modulates 
emotional experience of laughter.
We asked participants to hold pronouncing utterance shape with their teeth-only or lips-only to 
simulate facial expressions. Behavioral data suggested that a happier emotions associated with 
teeth-only condition during reading a funny comic strips. The results, using functional resonance 
imaging (fMRI), suggested supporting data that can be interpreted by the J-L view. Results suggested
 activations in the right orbitofrontal, medial prefrontal cortex and related brain areas under 
funny conditions.

研究分野：実験心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
笑いは他者との共感や相互理解を生む社会脳の重要な機能であるが、その脳科学的研究はほとんど行われていな
い。笑いは豊かな社会生活を営む情動ともかかわる。笑いがJ-L説でも解釈可能であると考えて、fMRIをとくに
facial feedback仮説から検討した。脳画像解析の結果から、右半球の前頭眼窩領域などに活動が認められ、J-L
説が支持されたと考えた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
笑い（微笑み）は自己と他者の間に共感を生み、健全な社会性をもたらす情動であるが、その
起源については明確にされていない。そこで、社会脳の典型的な働きである笑いの脳内機構の検
討を通して、笑いについて実験的に検討する必要性を感じた。笑いの起源については、たとえば、
“楽しいから笑う”という楽しさと関わる脳内領域が活動することで二次的に笑いという身体
反応が生じると考えられてきた（Cannon-Bird 説：中枢説ともいわれる）。一方、逆に笑うとい
う身体的反応がそれと関わる脳内領域を活性化し、結果として“笑うから楽しい”ことになると
いう考え方もある（James-Lange 説：末梢説ともいわれる。以下 J-L 説）。実際、顔の口角を上
げて笑い顔を作ってみると、楽しい気持ちになることが知られている。拙著「笑い脳―社会脳か
らのアプローチ（2010、岩波書店）」を書き進むうちに、まだほとんど研究が行われていない J-
L 説の脳イメージングによる検討を思いついた（苧阪、2016, 基礎心理学研究；苧阪、
2016,Clin.Neurosci.;苧阪、2016;日本学士院紀要）。 
 
２．研究の目的 
笑いの情動の起源とかかわる脳内機構を、J-L 説を中心とする facial feedback 仮説（表情フ
ィードバック仮説）に基づいて検討することを目的とした。この仮説は、身体化された認知に属
するもので、表情がフィードバックされることで、その表情に対応した情動が誘起されるという
仮説である。先駆的行動研究としては Strack et al（1988）の実験がある。ペンを縦方向に口
をすぼめるように唇でくわえると、その表情は不機嫌（ふくれた表情）に見える一方、ペンを横
方向に歯でくわえると歯並びが見え、その表情は笑っているように見える。この２つのペンをく
わえる条件下で、マンガを読ませ、その面白さを 10 ポイント尺度で評定させたところ、歯でく
わえた条件で、面白さの評定値が上昇したというのが彼らの行動研究の結果である。強制的に笑
顔をつくらせると楽しくなる、つまり“笑うから楽しい”という J-L 仮説が行動的側面で明らか
にされたのである。しかし、その後の同様の手続きを用いた行動実験では結果を再現できないと
いう複数のデータも報告されている（Wagenmakers et al., 2016）。これを機能的磁気共鳴画像
法(fMRI)による脳イメージングによって検証するのが本課題の目的である。 
 
３．研究の方法 
（１）行動実験では、Strack et al（1988）を参照して、ペンの代わりにストローを使用した。
ストローを横方向にくわえることで（作り）笑顔と、縦方向にくわえる非笑い顔の 2条件を設け
た。マンガは 4コママンガを 1コマずつノートパソコンの画面に提示した。どちらの方向にスト
ローをくわえるかは、それぞれの 4コママンガが表示される前に毎回指示を表示した。参加者は
指定された方向にストローをくわえ、4 コママンガの 4 コマ目を読み終わった後で、マンガの
「オチ」の面白さを 6段階（面白くない～面白い）で評価した。 
（２）fMRI では磁場への影響および装置内での体動の制限といった理由から、ペンなどを持
ち込み、測定中にくわえる方向を変えることは困難なため、Strack et al（1988）の方法を修正
した。本研究では、口角を上げさせて「い」の発話時の口の形をとらせること、また口角を下げ
させて「ん」の発話時の口の形をとらせることで、それぞれ「笑い顔」と「コントロール：非笑
い顔」の条件を設定した。実験デザインは図 1（左）に示す。参加者には fMRI 装置に入る前に、
鏡を使って指定された口の形を確認してもらった。また、fMRI 実験の実施中には、装置内の参
加者の顔部分をビデオカメラで撮像することで、口の形を保持しているかどうかを確認した。そ
れぞれの条件下で 4コママンガを 1コマずつ読ませ、図 1（右）のように 6ポイント尺度（ボタ
ン押し）で面白さ（面白くない～面白い）の評定を行った。なお、面白さの評定は 4コマ目のオ
チについて判断することとした。参加者には、面白さの評定のボタン押しを終えるまで、指定さ
れた口の形を保持することを求めた。また面白さの評定の後に、現在の試行で指定された口の形
をうまく保持できたかどうかも参加者各自にボタン押し（○・×）で自己評価させた。実験中の
脳画像データを取り、関係する脳内領域を SPM8 を用いて、また参加者のボタン押しによる行動
データも解析した。 

 

 
図 1. fMRI の実験デザイン（左）と４コママンガ評定時の時間経過と評定フェーズ（右）（Osaka 



et al.(2019)より引用;使用したマンガは Osaka et al.(2014)による 
 
４．研究成果 
（１）行動実験では、口角の上げ下げ（ストローをくわえる向き）が面白さの評定に必ずしも
ポジティブな影響を及ぼすことは認められなかった。 
（２）事象関連 fMRI による脳イメージング研究では、口角が上がっている場合に右半球の前
頭眼窩領域(rOFC)や内側前頭前野(MPFC)などで BOLD 信号の活動が認められ、J-L 説が支持され
たと考えらえる。面白さの評定データでは、条件（口角の上げ）と面白さの評定値は、試行の前
半では必ずしもポジティブに相関しなかったが、後半では口角の上げは面白さの評定値の増加
につながる傾向が見られた。rOFC や MPFC は価値や報酬表現、さらに認知行動の計画、社会的行
動の調節ともかかわることが知られており、笑い顔をつくることが楽しさという情動を喚起す
る可能性を示唆している。 
 

 
 
図 2 fMRI 内での面白さの評定値の結果（左）と fMRI の結果（右） 
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